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背景

• ソフトウェアのプロセス管理者は必要なリソースの割り当
てを計画しなければならないため，変更要求の予測を行
う必要がある 

‣ 変更要求 
• 是正処置 
• 予防処置 

• 変更要求の数を容易に予測はできない 
‣ 新しいバージョンが公開されたりするため
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背景

• 新しいバージョンがリリースされる時期が決まっているプ
ロジェクトの変更要求を予測する場合，季節性を考慮した
モデルと考慮しないモデルでは予測精度が異なる場合があ
る 

‣ 季節性（トレンド）を無視した予測は一般的に精度が悪くなる
と言われている
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目的

• 季節性を考慮した時系列モデルを用いて，季節性を持つプ
ロジェクトの変更要求の傾向を予測する
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分析対象

• Eclipseプロジェクトの変更要求 

‣ 2001年から2009年
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2004年から減少傾向



RQ

• RQ1 
• 変更要求の数の季節性を検出できるか 
• RQ2 
• 時間の経過と共に変更要求の分布に統計的に関連した傾向があ
るか 

• RQ3 
• 季節性を持つARIMAモデルの使用はOSSプロジェクトの変更
要求を予測することができるか
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結果

• RQ1 
• 変更要求の数の季節性を検出できるか 
•
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• 毎年4月から6月に多くなる傾向がある 

- クラスカル＝ウォリス検定 
- ヨンクヒール＝タプストラ検定 
時系列データに増加・減少傾向は存在する 
かどうかの検定 
✓季節性が存在する結果に 



RQ

• RQ2 
• 時間の経過と共に変更要求の分布に統計的に関連した傾向があ
るか
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• 変更要求の数が年々増加傾向 
• Ver.3.0とVer.3.1リリースから 
  要求数は落ち着いている 

Ver.3.1リリース



RQ

• RQ3 
• 季節性を持つARIMAモデルの使用はOSSプロジェクトの変更
要求を予測することができるか 

• 先行研究[1，2]で用いられたARIMA(1,1,0)(1,1,0)モデルを 
使用 

• パラメータ(AR，差分，MA)(AR季節パラメータ，季節差分，
MA季節パラメータ)
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RQ

• RQ3 
• 季節性を持つARIMAモデルの使用はOSSプロジェクトの変更
要求を予測することができるか 

✓決定係数は他モデルより高め
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RQ

• RQ3 
• 季節性を持つARIMAモデルの使用はOSSプロジェクトの変更
要求を予測することができるか 

✓相対誤差も他モデルよりも小さい
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まとめ・所感

• OSSプロジェクトにおける変更要求の数の予測を時系列
モデルの一つであるARIMAモデルで行なった 

• 先行研究で提案されていたモデルは他モデルに比べ，決定
係数が高く，誤差も小さかった 

‣ 予測に有用だと言える 
• ARIMAモデルのパラメータが気になった 
• 1980年の本を引用している，大丈夫？
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